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1．はじめに

アメリカ合衆国ワシントンの「スミソニアン協会」

は、イギリスの貴族ジェームズ・スミソ（James

Sm鮎omJ1765・1829）の遺贈50万ドルを基に設立さ

れたロスミソンはイギリスのノーサンバーランド公爵

（DukeofNorthumberland，1714・1786）の庶子とし

て生まれた凸イギリス国王ヘンリー八世（HenryV町

1491・1549）の末裔にあたる。彼はオックスフォード・

ペンブルック校を修了、1午後の1787年にはロイヤ

ル・ソサイェティに入会を認められた。彼はやがて鉱

物学者・化学者としての道をあゆみ、論文を発表して

行く〇また、1791年から1797年にかけてはグランド

ツアーとして欧州各地を旅行している。この旅を通し

てスミソンは化学の先端知識を仕入れたと言えよう。

スコットランド啓蒙思想と近代地質学と化学の勃興

期に生きた人物である。（図1）

図1：ジェームズ・スミソン
”Tb・e Lost W）rld orJames

Smitも良On’’表紙

スミソンは1829年イタ

リアのジェノバで死去する

が、アメリカに引き取られ

た遺品などが、1865年のス

ミソニアン本部の失火で焼

失してしまったために、ス

ミソンの生前の行動や、50
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万ドルの遺贈の主旨も失われた。これまで何人かの歴

史研究者がスミソンの生涯を調査しようとしたが、と

くに欧州大陸時代の手がかりが得られなかった（1）。

ヘザー・ユ【イング（Hea止erEwing、米歴史家）は、

6年間にわたって欧州各国の古文書館、図書館、ホテ

ル、銀行、博物館、税関に到るまで調査訪問し、スミ

ソン像を探った凸その成果は，，乃e五郎f耶胱材が

ゐ皿紺助2血gm〝（2007）として刊行され、そこからス

ミソンの居住地、訪問地、対応人物などを伺い知るこ

とができるロ筆者はそれを邦訳『スミソニアン博物館

の誕生』（2）を出版する機会にめぐまれたが、本稿はそ

れらの記述を手がかりにスミソンの足跡を追って当

時の学問的環鼠社会的背景を探っていく。

2・スミソンの調査旅行スタッフア島

19歳のオックスフォード大学の学生であったスミ

ソンは1784年8月、最初の調査旅行に参加する。フ

ラン人博物学者、フォジャ（BarthelemyFal由sde

Saint・Fo叫1741・1819）の率いるスタッフア島学術

調査団であるコスタッフア鳥とは、スコットランド西

方沖インナー・へプリディ山ス諸島に属する孤島であ

る0当時、スコットランドの地質学者、ジェームズ．

ハットン（JamesHutton，1726・1797）の「斉≠説」

（3）から地球の起源論争が活発な時期で、スタッファ島

はその研究対象であった。

フォジャ一行はエディンバラ、グラスゴーを経由し

て港町オーバンに向かうロオhバンからは船でスタッ
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プア島を目指した0参加者一行はそれぞれ別な思惑を

もっていた0フォジャはフランスの死火山の研究から

イギリスの火山史をまとめようとしていた。スミソン

は総合的な「鉱物陳列室」を作ろうと鉱石類を収集し

ていた0陳列室は初め富の見せ場にすぎなかったが、

彼自身が分類学を学び、鉱物学、化学への道を歩んだ。

収集したカラミンやゼオライト（沸石）を分析して分

析技術を磨くとともに、ロイヤル・ソサェティで発表

している（カ。（図2）

図2：ロンドン・スタッフア島への道。

往路・復路ともェディンパラを経由した。

スタッフア島は・現在はスコットランド・ナショナ

ル・トラストが所有する自然保護区の一部である。そ

の中の三つの洞窟は、六角形状の柱状節理で囲まれた

特異な風景である6）0この中で最大の洞窟はフィンガ

ルの洞窟と呼ばれ、かってこの地を支配したと言われ

るフィンガ′レ大王の名前がっけられている。スコット

ランドのr叙事詩オシアン」にも等場する。1829年

にはメげルスゾーンが訪れた0彼は洞窟の荘厳な景

観に感銘して、その思いを21小節からなる楽譜にし

た。序曲「フィンガルの洞窟」の主題として、日本人

にも良く知られている。（図3）

図3‥スタッファ島

フィンガルの洞窟

内の柱状節理。

このような環境でス

ミソンは鉱石のサン

プルを収集した。
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3・近代地質学と科学技術環境

イギリスは近代地質学の発祥の地である。スコット

ランドを中心とした岩石や結晶の調査は、全世界を対

象にした地質調査となっていくロジェームズ・ハット

ンの「斉一勘（6）（7）、ライェル（Cbades蜘

1797・1875スコットランド地質学者）の『地質学原理』

（さ）は古典となったが、やがて19世紀から20世紀の古

生代の造山活動、大陸移動説の提唱、20世紀後半の

古地磁気学、プレートテクトニクスへと地質学は展開

する0なお、この周辺のスコットランド西部からアイ

ルランドにかけては、19世紀末から大西洋横断の最

短地として、アメリカ大陸への海底電線の陸揚げ断

無線電信基地として使用されてきた。

スミソンの生きた18世紀後半は、現代の科学・化

学時代への入口であった0彼を囲む科学・技術者、発

明発見の環境のなかには次のようなものがある。

【1けリーストリ（Jo8曜血Pde咄1733・1804英自然

哲学）‥脱プロギストン説（1774）

r21ラヴォワジェ払出oinelavoisieH743・1794仏化

学）‥質量不変の法則（1772）

【3】ワット（Jam朗鴨鴫1736・1819スコットランド発

明家）：蒸気機関（1769）

【4トットン（JmeSHut叫1726・1瑚スコットラ

ンド地質学者）：地球理論（1795）

r5レヤップ（CJaudeC軸pe，1763・1805仏発明家）：

腕木通信（1792）

r6jヴォルタ旭e68弧血0Ⅶlta，1745・1827伊物理

学）‥電池の発明（1799）

Ⅲブラック（Jos軸馳ck，1728・1799，スコットラン

ド化学都：定量化学（1766）

スタッフア島へ行く途上、スミソンはェディンバラ

で科学界の重要人物と知り合っている。当時はスコッ

トランド啓蒙思想が最高潮と言える時期であり、ハッ

トン、ブラックと出会ったロハットンからは地質学研

究のためにオックスフォード付近の十壌サンプルの

依顔をうけたし、ブラックからは天秤による計量の教

えをうけている。又、ロンドンへの帰路にもェディン

′ミラに滞在しさらに交流を重ねた。ジェームズ・ハッ

トンは『地球の理論』を完成し、エディンバラに自分

の実験室をもっており、「地球には始まりの名残もな

く、終わりの兆しもない」との斉一説を主唱していた。

4・現代のスタッフア島と鉱物学

筆者はスミソンの足跡を追い2011年5月にスコッ

トランド北西部のスタッフア島を訪問した（9）。経路は

グラスゴーよりバスでオーバンへ、マル島を経由して

高速艇でスタッフア島に上陸することができた。ま

た、筆者は後日、スミソニアンの研究者、スティづ

ン・ターナー（Steven恥medが同様にスミソンの足
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跡をたどりスコットランドを中心に旅したこと、しか

しスタッフア島へは悪天侯のため上陸できなかった

ことを知った。ターナーはその体験をスミソニアンの

ブログ“劫勘助ぼ加鮎伽お細川′血糊ざ伽肋州．

∂均ア伽Ib〟蝕グj’に掲載している。スタッフア

島への道はスミソン時代と同様難所である（10）。（図4）

ターナーはユーイングが、”乃eエ8gオ耶血相が

血肋甜ぷm正郎d’をまとめる際に、実験室や機器につ

いてのサゼッションをあたえた人物である。歴史的科

学の道具（助ぬγ伽励血ざ摘出由」を主務

にしているターナーは、スミソンが鉱物学で使用した

分析器具ブローパイプの研究者でもある。

図4：スタッフア鳥への荒い海

ゆれる、ゆれる、今も海の難所

5・鉱物学とブローパイプ（Blowpipe）と乾式分析

鉱物を成分に分けて知る方法が分析であるが、火力

を用いる〟法は乾式分析、水溶液を用いる〟式は湿式

分析と呼ばれる。乾式の最も簡単なものはブローパイ

プ分析であり、鉱物の種類を知るための定性分析によ

く使われた。ターナーは研究室にブローパイプのコレ

クションを所有し、ブローパイプを使った鉱石の分析

を再現しビデオを記録に残した。さらにブラックがス

ミソンへ教えた精密天秤の復元を試みている。

く5．1〉吹管分析（blow－pipe analysiS）の位置づけ

ブローパイプは金属製の曲管で、吹きぐちから空気

を吹き込み、他端の細い穴から出る空気を炎に吹き付

けて、高温の炎を造る道具である。ブローパイプは、

日本語で「吹管」（すいかん）とよび、ろうと状の部

分に口をつけ、バーナーなどの炎を木炭上の鉱物にふ

きっけ、試料を酸化あるいは還元させて定性分析を行

う方法である（tl川幻。吹管分析には、吹管用灯（ブン

ゼン灯、アルコールランプ）、吹管、ガラス管、白金

環、白金ピンセット、棚砂、燐酸、木炭等が使われる。

個5）（図扇

ふ塑芸ガ　　ザ
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図5：数々のブロー

パイプ約20cln

スミソニアン

スティーブ・ターナー

のコレクション

スミソンはその吹管の技に長けていた。吹管分析

は、スペクトル法による分析が確立するまではもっと

も有力な実験用道具であったと思われる。また、18

世紀当時の大学の化学実験室では、ブローパイプと天

秤は基本的な機器であった舶）（1め。

図6：吹管分析と炎

吹管　　　　　　灸の吹き方

且笹元炎　　　　も酷た炎

A．空完不十分．燃えでいない

Ⅵ：11熱炭素と燃えるガス

C；高熱の無色の炎

く5．2〉鉱物分析の再現実験とスミソンの道具

ジェームズ・スミソンはカラミンの解析から、二極

の鉱物を明らかにした。ZincCatbonate（炭酸亜鉛）

とZincSilicate（けい酸亜鉛）である。自然の結晶で

はしばしば不純物の混入があって、色がかわり外見か

ら区別が難しい。Calamine（カラミン）は酸化亜鉛

と約5％の酸化第二鉄からなるピンク色の粉末で

Smith80mite（スミソナイト）と呼ばれる。（図7）

図7：

スミ　ソナイト

（Smith占Onite）

【菱亜鉛鉱】

炭酸亜鉛からな

る鉱物、亜鉛の原

料鉱石

スミソニアンのターナーが復元したブローパイプ

の使用ビデオ画像でみると、鉱石の溶融分解するには

対象物をカーボンのくぼみに粉にした状態で、オイル

ランプの20000Fの高熱にあてる。Zinc Ca止onate

（炭酸亜鉛鉱）の粉は、カーボン上で、白粉のZ血：

0Ⅹide（酸化亜鉛）に変化する。Zinc Silicate（けい

酸亜鉛）の場合は反応が違い、カーボン上に白粉は残

らない。このZincSilicate（けい酸亜鉛）では裏盆（銅
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Cuと亜鉛Znの合金）をつくれない。スミソン等は収

集したカラミン、スミソナイトを溶解して、真輪をつ

くれるか否かから成分を判定したと見られる。

スミソンは「吹管に習熟している人物」と周囲から

評価を得ていた。当時の化学者は鉱石の分析には、ま

ず自分の触覚でさわり、ついで舌で味わって大まかな

成分を推定するデータとした。しばしば怪我をした

り、日をいためたり、火傷をしたりするのは化学者に

とって当然のことであるが、一般人から実験が嫌われ

る原因でもあった。この吹管は高熱ガスを使うことか

ら、日に気をつければ新しい知覚を得る重要な手法で

あった。（8図）

U－01仏●bb▼li〝．■如▲け日仏1）．

図8：吹管の使用国

J．J．StDCk；HiBtOry and preservation of chemical

InstTtH且mentadon

スミソンは三種の道具（天秤、温度計、吹管）の携

帯用セットをもっていたと思われる。つまり移動先で

も使える道具で、特別注文品であったと思われる。一

部にはブラックの分析用の精密天秤が使われた。

く5．3〉分析に使われた天秤

吹管分析には、対象物の分析に天秤がかかせない道

具であった。生成物の前後から新しい成分の割合を知

るのに精密天秤がつかわれた。スミソンは以前ブラッ

クからの手紙で高感度天秤について情報を得ていて、

それに準じる天秤を使って実験したものと思われる。

図9：

18世紀の分析用天秤

（EqualAmBalance）

CNAM　フランス　ブラ

ックが使用したと同型

当時ブラックは化学分析用分析（EqualArm

AnalyticalBalance）を完成していた。全長約600ミリ

の左右等長の水平うでの等比天秤である（図9）。しか
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し、ブラックは実験室以外でも使える小型の精密天秤

も自作していた。1790年にスミソンにあてた手紙に

書かれた内容をもとに、スティーブン・ターナーが天

秤の復元を試みている。彼の推定から「スミソンは

2－3グレーンに満たない、少量のサンプルを計るのに

使用した」と思われる。グレーンとは小麦1粒に原点

をもつ単位で現在の0．0648グラムに相当する（15）。

天秤は、全長約30センチ、中央の基台に真鈴版を

折り曲げて使い。その中央に支点として針を横に置き

薄い木製の平板を天秤の両うでとしてワックスで固

定する。この天秤の平板は、中央部が約8ミリ幅、両

端は約4ミリ幅、平板は左右を20区分、つまり支点

の両側は10区分のメモリで区分され、その一区分は

さらに2－4分割されていた。錘は1グレインの金の粒

と、その1／10の錘を複数、さらに真録線をリング状

にまいた補助錘をもっていて、1／1200グレインの細か

さまではかれると記されている。（図10）

8．ドル忘1し．←）

てモミ了虻ヨ 図10：携帯

微量天秤

百仙仁山＿一）　　　　さ一山・八　　山■刷

琶≡至当∈囲⇒　㌔もー　＋匂　スミソン

山一遥遠蕪　　　も使用
．＿＿　一・1一一一　　一一　一‥－ご∴1－一一　▼一一・、　一’‾‾

缶霊とニ）豊轟蓼も画

叫けル，“山人∫′．磨‰■－f叫砧√†JtlLr・小叫）
F〟■圭し」．叫押bW，－Jんふーん†レ・，軋イJrr、

ブラックの提案による微量天秤全長約20cm

上：支点保持台（真鏡板）

中：天秤のうでは木製薄板、中央に支点横針をろう接着

下：左右に計量物と錘、目盛（左右を10区分と細分）

文献（15）を元に、スミソニアンの研究者クーナの復元構想図
…・タ一十博士の好意により掲載

6．スミソンと現代

（1）歴史への功績者

ロンドンの市街地を散策すると、建物の壁に取りつ

けられた40センチほどのブループラークに気づくこ

とがある。歴史的に評価された人物や建造物の記念碑

がこのプラークである。プラークは1866年に始めら

れた顕彰活動で、現在はイングリッシュ・ヘリテージ

協会が共同で運営し、建造物とそこに住んだ著名な人

物を取り上げている例が多い。プラークは、これまで

の約850件が選定されている。このような活動は現代

の技術にもおよび、例えばIEEEの「マイルストン」

をはじめ、電気学会の「電気の礎」などがあり、電気

技術と発明者の栄誉をたたえ、技術者の活動を周知さ

せる仕組みがつくられた。
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（2）スミノンの記念碑・遺品など
1オックスフォードの学生時代から、スミソンはロン

ドンの－ヶ所にとどまることなく、幾つもの住居を

転々としている。当時の住宅地は身分を表す象徴でも

あった0ロンドン住人はその名前から住人の素性を推

しはかっていたロロンドン近郊には幾っか、ブルー

プラークや人物像が掲げられているところがある。

（3）スミソンのプラーク

（イングリッシュ・ヘリテージ協会、ブルー円形）

ベンテインク・ストリート9番地に円形プラークが

折られているq現代人とスミソンを結ぶ絆である。

この地で1826年10月23日にジェームズ・スミソン

が、アメリカに「50万ドルを遺贈する」と記した有名

な遺書を青いた（16）0死の3年前であった。プラークが

つけられたのは2008年12月である。（図11）（図

図11：ジェ
ームズ・スミソン

のプラーク

ロンドン、メリル

ボーン、ペンティ

ンク・ストリー

ト、9番地

この地でスミソ

ンは1826年に有

名な遺書を書い

た。
プラークには＝Jame占Smith60n（1765・1829），9

entlnCkStreet，Marylebone・LondonWIU2EJ，

ityofWestminsterL「スミソニアン協会の創始者

1765・1829）ジェームズ・スミソンの居住地」とある。

（4Jスミソンの横顔が彫られた銘板
ペンブルック・カレッジ（PemhrokeCollege）¶オ

ックスフォードのスミソンの出身校である。カレッジ

岬庭に囲まれたオールド・ライブラリー（01d

血r叩）の入口壁面に、スミソンの横顔が彫られた銘

亘がある。

銘板には「ジェームズ・スミソン、ロイヤル・ソサ
ーェティ会鼠スミソニアン協会創設者。1896年ス

ソニアン協会設置」とある0横顔は月桂樹で飾ら

′、”PerOrbem”（ラテン語、全世界へ）との文字

見られるqスミソニアンの設立50年目に設置され

。同じ銘板はワシントンのスミソニアンのスミノン

棺横にも設置されている。（図12）

47

図12：ジェーム

ズ・スミソンの胸像

オックフォード大

学・ペンブルック・

カレッジ構内

（5）ベンテインク・ストリート近隣

スミソンのプラークのつい隣り、ベンチインク・ス

トリート7番地にェドワード・ギボン（Edward

Gibbon・1737－1794英歴史家）のプラークが掲げられ

ている0彼は1772年頃にここで「ローマ帝国衰亡史」

を書いたDスミソンも近く住んだ時期であり、両者間

にコーヒーハウスなどで接点があったかも知れない。

プラークには＝Edward Gibbon（1737・1792），7

BentinckStreet，Marylebone・LondonWIU2EJ，

CityofWestminSterlと書かれている。

7：終わりに

現代のスミソニアン協会とジェームズ・スミソン結

びっきを知ろうとすると、スミノンの伝記が意外に少

ないことに気づくロ特に欧州大陸での状況は”乃β

上側f脈状材がゐ皿朗鬼才ノ塩皿ガにみられるのみで

ある。

また、多くのイギリス人は博物館の専門家も含めて、

ジェームズ・スミソンが英国人であり、ワシントンの

スミソニアン協会がその遺贈50万ドルを基金として

設立された事実を知らない0ベンテインク・ストリー

トのブルーー一・＋・プラークの設置も、最近の2008年12

月に設置されたこと

を考えると、スミソ

ニアン博物館へのイ

ギリスの評価、ひい

てはスミソンの評価

が得られるようにな

ったのは最近のこと

と考えられる。

図13：スミノン・プ

ラークと建物（2008

年12月設置）
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本報告は、スミノンのスタッフア島調査旅行、収集

品の分析と吹管法、遺品、スコットランド科学者の存

在にふれた第一報である。筆者は、”乃eエロざf仲br〟or

亡ねエロegg月。蕗ga狩〝で明らかになったジェームズ・ス

ミソンの「足跡」をさらにすすめ、スコットランド啓

蒙期のエディンバラの科学者との交流を通して、当時

の自然科学界や社会の状況を明らかにしてゆきたい。

ジェームズ・スミソンは鉱物の珍品陳列室から、収

集品の分類にすすみ、最後は定量化学分析まで歩ん

だ。周囲から「巧みなブローパイプの使い手」と言わ

れていたとすると、スミソンは苦労をいとわない強い

凝り性だったのかも知れない。最後にスミソンとスミ

ソニアン協会の略歴を示す。（表1）

8：謝醇
‘～乃ピ加JJ恥r弱げ血桝が加地∫州”の翻訳から、この論
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表1：ジェームズ・スミノンとスミソニアンの雁史
1765年 �5�7�5ﾈ98��6�8ｨ��,��h-ﾈ.ｨ.��"�

1782年： �4�6(4�5�7H4��ｸ6��Xｧx7�987X8ｸ6(4��X4ｨ8ﾈ6(5x-i?ﾂ�ｧr�

17と；4年 �5�5�6(7H4�8y+(ﾛ閲xﾗ8��7H4�5x88�｢�

1786年 �7�987X8ｸ6(4��Y�(ｼb�

1787年 �8ﾘ488H8ｸ�H5ﾈ5H484x6X4(檍ﾊ��

1789年 �7H8�985逢ikﾒ�

1791年 �4�8�986��X684��ｸ��7�8ｨ8ﾘ�ｸ7ﾘ6�7ﾈ8ｨ6x4868�｣度ｴ�ﾙ��

181川年 竸ｨ4x8ｨ5X7�5郁�ｸ��

1803年 �8��ｸ8ﾘ6(7�{xﾗ8��<h6h987ﾘ�ｸ4�6�987X8ｸ4饐���｣�亢��ﾙ��

1826午 �(��/���*ﾘ��8ﾘ986�98,X�｢�

1829年 �5�7�6ﾘ98�X5x4h6ﾘ6�,X��ｸ��

1上皇3針牢 �484ﾘ8ｨ5胃僵ｸ�*ｨ�)��/�Dh-���S�iﾈ6�8ｸ,ﾘ4�8�8ｨ4｢�

lB46牢 �5�7�5ﾈ6ｨ4�98ｺh檍�X987x988ｨ�ｹ+xｪ��D2�

1861年 �>ﾉfｹ�ﾙ���ツYD頡��ﾒ�

1865年 �5�7�5ﾈ6ｨ4�99}X檠gｹYH懆ﾝ���5�7�5ﾈ98,ﾈ鍼�ﾘ�X��{�*｢�

使先 

1903年 ����9D��H5x4h��6�,ﾉ^h*ｨ昆:��H�(ﾙﾈ/�4�8�8ｨ4ｨ,��*ｲ�

取る。 
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